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家兎雌性生殖活動と腔脂膏との閥係

第1報家兎の陸粘膜上皮に闘する研究

松本久喜

堤義雄

(北海道大拳農皐部畜産準教室)

I 緒言

1917年C.R. STOCKARD and G. N. PAPANICOLAOUが腔脂膏法によりアンヂクネズミの

性周期を発見して以来，この方法は各家畜に応用されて来た。

しかし家兎においては，他の家畜とは異って交尾刺戟により排卵が起り，家兎自体の動作

及び外陰部ょにる発情判定が非常に困難で環境さえ良好であるならば何時でも交尾出来るよう

に思われるため，性周期判定はむづかしく近年にいたり漸く 1週間前後の性周期を有すると云

われるようになったJ

芝田 (1932)は腔脂膏採取により， 雌性家兎発情期の認知標準として有技上皮細胞の出現/

を用うべき事を提唱し，発情周期は3-12日，平均6.81日を明らかにした。その後性周期に関

しては本多 (1938)は大約12日前後，高島・本多 (1940)は大約10日，内藤 (1946)は平均6.5

日，佐伯 (1951)は平均5.1日， C. E. HAMILTON (1951)は4-6日，加藤・堀川I(1952)は3-

14日，平均6.3日:等が発表されている。

これ等の発表は皆腔脂膏採取により決定され，且つ雌性生殖洞の粘膜上皮層よりの剥脱，

遊離した上皮細胞を基準にしているにも拘らず， どの部分よりの脱落細胞が標準とされるかは

未だ確定されていない。また雌性生殖洞の発情周期に伴う組織変化，更に睦及び前庭に至つて

はその解剖的検索も極めて簡単にしか行われていず，その例も少しそのため家兎においては

性殖洞の小さい事もあり未だに睦脂膏の採取部位が一定せず各人各様の感がある。

以上のような見解より著者等は家兎雌性生殖活動と腔脂膏の関係を求めるに先立つて，腔

及び前庭粘膜について詳細に研究するの必要を痛感し，腔及び前庭粘膜上皮に関し組織学的観

察を行った。ここにその成績を報告し批判を仰ぐ次第である。

II 費験材料及び方法

実験動物としては北大農学部附属農場第一畜産部飼育家兎及び北海道農業試験場畜産部よ

り分譲せられた白色在来種を用いた。これ等家兎の年令，生体重，生殖活動扶態，産次，固定

方法等は第1表に示した通りである。
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実験家兎は頭勤脈放血を行い，生殖器の各部位を測定し，生殖器全部を培体より分離し，

注意して原形を保ったまま肢を陰層より子宮頚迄縦に切開するか，或いはそのままにして全材

料を主として Carnoy固定液(他に Formalin及び Bouin回定液)中に投入し固定した。

標本作製材料は， 腔切開したものは陰暦より子宮頚に至る迄の全材料を約 10個内外の数

に分け，これによって陸及び前庭の全面に亘る連続的な縦断切片を作製し，腔切開しないもの

は約 15個内外の数に分けて，これにより横断切片を作製した。

固定，脱水， Paraffin包埋は型の如く行い， 5μ の単切片を作製し， 染色は全材料につき

Haematoxylin-Eosin， Mucicarmin及び Azanの3染色を施した。
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No.15 1 150 Virgin Formalin 

No.16 2 350 I Virgin Formalin 

No. 2 3 700 Virgin Formalin . 
No.17 8 650 Virgin Carnoy 

No. 5l寺 6 2270 Virgin Carnoy 

No. 10* 9 2900 oestrus Virgin Carnoy 

No.14後 12 2400 2 nd day after copulation Carnoy 

No.19 14 2900 oestrus 2 times Carnoy 

No.20 17 2750 oestru日 Virgin Carnoy 

No. 7持 22 3570 oestrus号令後 a time Carnoy 

No. 3宅 38 3230 dioestrus 2 times Bouin 

祷 Longitudinalsection of vagina and vestibule. 

州 Therewere mummified fetuses in the uterus. 

なおこの第1表における家兎の生殖活動;伏態は動作，外陰部のM態，開腹後の生殖器の全

体感，卵巣穂胞のJtR態等より綜合的に判定したものである。

III 研究結果

1. 肉眼的観察結果

!佳及び前彪粘膜の肉眼的観察は実験例中腔切開したもののみに行ったが，肉眼的所見に之

しく，且つ本研究においては組織学的観察を主体としたので簡単に述べる。

腔及び前庭には肉眼的に明瞭な縦走雛壌が直線的に多数並列している J これは前庭陰暦部

より発し，そのまま尿道開口部に至り， この附近で配列は乱れ上皮面は不規則な凹凸を示す。

腔腔に入るや前庭より繊細な密なる鍬皇室が出現し，そのまま並列して腔円蓋に達する。

前庭粘膜面は多く湿っているか，軽くぬれている程度であるが，腔では各個体によって量
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この粘液は幾分水飴様に粘澗で稲透明糸を

すべての個体に認められたこと前庭陰層部における充血程度は個体の蹴態により異石が，

骨盤腔内における部位一帯の充血が他部より強度であった。

は異るようではあるが粘液を認めることが出来る。

引く。

は，

顛微鏡的観察結果2. 

なお上皮層の層数，厚さ及び前庭及び腔は出来得るだけ連続的に観察するように努めた。

表面の長さ 100μ 聞に数えられる表層細胞数を測定したのが第2表である。

The epithelium of vestibul巴 andvagina 

Layer J~hi」7雪国川l-T内缶詰J-
No. 15 I 2~3 13~14 20~21 1 7~8 

No. 16 I 2-4 I 15-16 16-17 1 4~6 

No. 2 i 3-4 26 13-15 

No. 17 I 2-4 I 15~19 15~19 

Nι5  I 4-5 I 30 16 

Nι10 I 3-5 I 19-30 12-15 

N仏 19I 3~4 I 30~45 13~16 

No. 20 I 2-5 I 40~43 11~14 

No. 7 I 4 30-37 14~18 

No. 3 I 4-5 I 45~55 13 
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Table 2 

Animal 

これに応じて粘膜も多成熟家兎け、 1週間内外，短くは3日位の性周期を繰返すと云われ，

これに対し発情を示さない未成熟成長中の家兎は性向少の変化を示すことが当然考えられる。

期に影響されない本来の粘膜朕態を示すと考えられるので成熟と未成熟とに分けて述べたい。

成熟家兎について(a) 

各例共に多少のNo. 19， No. 20， No. 7， No. 3の6頭についてみるに，No.14， No.10， 

前庭及び睦粘膜上皮細胞の穫類及び粘膜構造は全く一致するので一括し相違は認められたが，

てその概要を述べると次のようである。

その下の重!雷同平上皮が露

包皮内面の上皮層は外側よりも厚くな

一般に包皮外側の皮膚角質層は内腔に面すると直ちに失われ，

出する。陰暦は包皮によって固まれているが (Fig.1)，

り乳鳴も発達している。 この上皮は内方に向って次第に厚さを減じ乳鳴もなくなり，陰層内面

これ等の前庭上皮は3-5層の一定した帯肢の層を呈する。においては殆んど厚さも一定し，

次第に表層細胞の高さを増し胞体を増加すると共

また属平重層上皮には部分により相当強度のピク

上皮細胞は陰暦内面より奥にいくにつれて，

に立方航或いは円柱朕細胞となる (Fig.4)。
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ノー νスも認められるが，これも次第に弱まり，表層細胞が高さを増すに従い核及び胞体の染

色性を減じ細胞境界も明瞭となって来る。かかる部位の表層細胞は膨化の傾向を示し，更に上

皮内空泡化を示すものも見られ，細胞遊離面は内腔に突出し，上皮面に凹凸を生じ，細胞の接

荒朕態は板めて不安定となって恰も移行上皮肢を示し，尿道開口部附近においては殆んど尿道

上皮と区別し得ない朕態になる (Figs.4， 6， 7 and 8)。これ等前庭上皮は，非発情と認められる

No.3を除いては全例に多数の脱落細胞或いは核の胞体外脱出等を認め No.19では表層細胞群

の剥離さえ認められた。また包皮内面及び陰層部の扇平重層上皮 (Fig.2)は軽度の角化を示し，

有核角化細胞の剥離が認められる。前庭頼粒層には所々に細胞分裂像を認めるけれども，包皮

内面及び前庭後部に多い傾向がある。上皮内遊走細胞としては多型核白血球及び殆んど細胞原

形質のない円形濃染核を有する淋巴球様細胞が多く認められる。前庭では細胞自体の粘液化は

認められず上皮表面に粘液の薄い膜を見るものがある。 しかしNo.7及び No.3では上皮内

の細胞が崩壊壊死に陥り，この部分に軽度の粘液化が所々に見られたが，一般的傾向とは認め

難い。前庭固有層において乳鳴の認められるものは板めて軽度であって，上皮直下には多数の

前述の淋巴球様細胞，多型核白血球及びプラズマ細胞類似の細胞が認められ，自rij庭中央部及び

後部には血管の分不'jiが多く，充血し，静脈は一般に拡張している。

尿道開口部を過ぎた所で重層上皮は突然，主として単層の円柱JlX粘液細胞に変り (Figs.6，

7 and 8)この細胞が腔腔全面を蔽うようになる。この細胞は枝が細胞下部に位し，胞体はムチ

カjレミンにより赤染する (Figs.10 and 11)。

前庭腔には乳頭肢の級農が不規則に配列し (Fig.3)狭く且つ不規則な形を呈するが，腔腔

では全く様相を異にして広く，円形乃至楕円形を呈し，内腔は非常に繊細な多数の分岐を有す

る樹校;伏敏壌によって蔽はれ (Fig.9)これ等級壁は密に配列し規則正しく中腔に向う。この敏

接の高さ，複雑性は部位，個体の状態によって異るようであり腔前部より奥にいくにつれてや

や小さくなる傾向がある。

一般に腔上皮細胞は敏撲の突出部では密に配列し細胞核円形乃至縦に楕円形をなして細胞

下部に位するが，凹陥部では配列は粗で細胞は大さく核細胞底に圧平されて濃染し，三日月肢

をなすもの多く胞体は前者に比して明るい。睦上皮内には淋巴球様細胞が比較的多く認められ，

又上皮細胞直下に配列して上皮層が 2)告をなすように見えるものがある。多型核白血球の滋7E

も認められるが前庭に比して少い。上皮内細胞分裂[家は様めて稀であり，部位により特に上皮

突出部に少数細胞の脱落が認められ，又個体により上皮細胞内，核上部或いは下部に空胞化し

たものがあり，特に No.20及び No.19では上皮層の固有層より剥離している部位を認めるο

陸部固有層には上皮直下に淋巴球様細胞及びプラズマ細胞類似細胞が多く，特に服装突出部に

おいて塊って見出される。雛嬰内は血管に富んでいる。

かかる陸上皮は腔円蓋腔側或いは子宮頚側において次第に顔毛上皮細胞を混ずるように

なり，その数を増しながら子宮頚管内に移行する。この顔毛上皮細胞の胞体は粘液細胞よりも
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やや濃染し上皮縁，顔毛は明瞭で核細胞中央に位するものが多く粘液細胞との差別は明確であ

る(Figs.12， 13 and 14).。なお No.3及び No.20において腔全面に豆り円柱朕粘液上皮細胞中

に顔毛細胞が散在して分布してるのが認められた (Figs.15 and 16)。

家兎雌性生殖活動と陸脂菅との関係

包皮及び陰属部ではやや角化した有核闘平上

前庭内には膨化した有核細胞及び胞体崩壊し核周囲に僅か原形質を残し不定形をなす

次に前庭腔及び腹腔内容物についてみるに，

皮細胞，

もの或いは膨化した円形核様物質等を認め，個体により多型核白血球並びに淋巴球様細胞を認

めた。腔腔内においては多量の粘液を認め，細胞はずっと少く細胞遊離核，多型核白血球，核

淋巴球様のもの等を認め，円柱欣細胞も極めて稀に認めた。の周囲に僅か胞体の残ってるもの，

未成熟家兎について品
川

総体的にみて前庭及び腔上皮細胞は成熟家兎における観察とは殆んど呉るところはなく，

唯組織及び細胞の幼弱，小にして脆弱な様相を見るのみである。

陸前庭障は 1月齢 (No.15)及び2月齢問0.16)では内面不規則な隆起の連続で不整形を

前庭上皮につい

てみると既に1月齢のものにおいて重層扇平上皮は陰層附近のみに限定せられ前庭上皮は2-3

層の立方版或いは円柱欣重層上皮を呈するも，

呈するが， 3月齢倒0.2and No. 17)ではやや乳頭肢の鍛壁が出現している。

2月齢のものでは上皮細胞は小さく核1月齢，

隣接細胞との関3月齢のものでは細胞は大きし上皮面に多数の脱落細胞を認める。濃染し，

6月齢 (No.5)にあっては殆んど成熟f系も密となり，王皮は安定感を有し，脱務細胞は少い。

且つ1月齢兎と変らない。いずれにおいても上皮内に多型核白血球及び淋巴球様細胞を認め，

においては認めなかったが他のものに細胞分裂像を認め特に6月齢のものの前庭後部に著しく

多数の細胞分裂像を認めた。細胞の粘液化は全く認められない。固有層においては乳鳴は殆ん

殆んど淋巴2月齢のものでは固有細胞核丸味を帯びて濃染し，小さく，

球様の遊走細胞と忠、われるLのとの区別は明確でない。
ど認められず1月齢，

3月齢以上のものでは淋巴球様細胞及

びプラズマ細胞類似細胞が多く出現し多型核白血球も少数認められた。

前庭腔腔は月齢順に発達していく過程を示しているが総体的にみて，腔についてみると，

腔の成長過程が尿道及び及び尿道組織の発達程度に比較して臆組織は非常に脆弱な像を示し，

前庭よりもずっと遅れていることが認められる。

3月齢

股上皮では腔腔は楕円形をなし，内面には多数の小敏襲が正しく中央に向って配列している d

は単層上皮を示し，睦前部において円柱賦乃至立方肢の細胞であるが中央部或いは後部に向う

内面に軽度の降起が述続する程度であるが，1月齢のものの腔は袋駅で壁は薄く，

1月齢及び2月齢では上皮細胞は小さく，胞休淡その高さが減少する傾向がある。につれて，

染，核濃染，細胞接着;状態、は極めて粗雑であり，上皮層の剥離並びに多数の細胞脱落を認めた。

上皮層の剥配列も密となり上皮層はやや安定感を示し，3月齢では細胞が大きくなると共に，

離はなく，脱落細胞も少くなる。 この陸上皮細胞の粘液化は既に 1月齢において細胞上面に極

一般に腔上皮内には細胞分裂像は少く，3月齢では明瞭である。めて軽微であるが認められ，
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3月齢のものに少数認められたのみである。 1月齢， 2月齢では上皮内に多数の淋巴球様細胞

を認め，更に3月以上のものには淋巴球様細胞の外に多型核白血球を認めた。固有層は3月齢

のもので未だ未発達であって血管の分布も少く 1月齢 2月齢のものでは淋巴球様細胞の追

.走を認めるが 3月齢のものではその外にプラズマ細胞類似の細胞が少数認められた。

腔円蓋部では6月齢において子宮頭側に頗毛上皮細胞の混入を認め， 3月齢(No.17)にお

いては子宮頚においてはじめて頗毛細胞が認められた。

IV考察

(a) 前庭について

陸前庭腔内面に関して F.DRAHN (1924)は簡単に縦走鍛襲があると云い，本多 (1940)は

下尿道部の粘膜は一般に非薄，喜重も細微で下尿道部の粘膜嬰は形体不正であると報告した。著

者等の観察によれば前庭腔は乳頭駅の敏襲によって狭く且つ不整形を呈する (Fig.3)。 鍬i壁は

陰罵内面に起り尿道関口部附近に終る。

腔前底上皮は人間をはじめとし一般に重層国平上皮と云われるが，家兎において.~ K. 

BEILlNG (1906)及び u.GERHARDT (1909)は腔内は重層同平上皮であると明記している。又

R. KRAUSE (1921)は簡単に重層扇平上皮と記し F.DRAHN (1924)は重層扇平上皮で屡々表

層細胞が立方肢を呈する， 本多 (1940)によれば重層性にして表層細胞は一定期聞に著明な角

化を示し，剥離し，重層性の短柱朕乃至多稜形細胞を示すとした。 更に佐伯 (1951)は下尿道

部においては石垣j伏に配列した重層扇平上皮細胞で覆われると記し c.E. HAMILTON (1951) 

は前庭上皮は角化のない移行上皮類似の重層上皮であると述べている。著者等の観察によれば

包皮外面の皮膚角質層は内腔に面すると直ちに失われ重層扇平上皮が露出し，この重層扇平上

皮は包皮内面及び陰屠内面附近に限定せられる (Figs.1 and 2)。 この重層昂平上皮は、細胞層数

を減ずると共に薄くなり，表層細胞は高さを増し立方形或いは円柱紋を呈し，殆んど尿道上皮

と区別し得ないような移行上皮を示す部分も現わーれ (Fig.4)，全面的に c.E: HAMIL TONの意

見に同意するものであるB

(b) 睦について

腔腔が多数の縦走する粘膜鍛襲によって蔽われていることは誰もが認める所であって，特

に本多 (1938)がこの鍛壌が性周期によりその像を異にすることを述べ c.E. HAMIL TONは

その敏襲は陸前部において大きく多数であることを示している。著者等は以上の観察結果と同

様な観察を得た。この敏襲は性周期の発現しないと思われる生後3月齢のものにおいても明瞭

に認められ，腔内腔は多数の乳頭伏鍛畏が正しく中央に向って配列し，月齢と共に大きくなり

分岐するのが認.められた。

腔粘膜上皮が単層無自lJi毛の円柱上皮であることをはじめて発見したのはR.KRAUSE (1921) 

であり，更に本多 (1940)はこの細胞が粘液細胞であることを認めた。 著者等は腔腔に多量の



家兎雌性生殖活動と盤脂膏との関係 -103 

粘液が貯溜することを認め，腔切片にムチカノレミシ染色を施したところ単層円柱上皮細胞の胞

体は赤染し，粘液分泌の盛んな粘液細胞である‘ことを認めた。 なお佐伯 (1951)は上尿道の上

皮細胞は子宮頚上皮と共に粘液分泌にあづかるものと考えると述べている。この細胞の粘液化

の消長については発情周期と関連することが当然考えられ，果してこの現象は一時的なものか，

或いは永久的な粘液細胞であるかを確かめるため幼弱家兎について調べたところ，既に生後1

月のものにおいて非常に軽微ではあるが上皮表面に粘液化を認め，この粘液化は月齢と共に明

瞭となり，控粘膜上皮細胞は粘液細胞であることを決定し得るものと考える。又2例ではあっ

たがこの陸上皮細胞に混入して腔全域に豆って顛毛円柱上皮細胞が散在して出現するのを見

た。この程粘膜上皮細胞に顔毛細胞の混在していることは未だその報告に接しないように思わ

れる (Figs.15 and 16)。芝田 (1932)及び本多 (1940)は重層性上皮のあることを認めているが，

著者等の観察に，土れば上皮内及び固有層には多数の淋巴球様細胞が遊走し，その細胞が上皮直

下に上皮膚に接して密に配列する時，上皮層は2層或いは重層上皮のように思われる。しかし

かかる部位は総体的に少く且つ幼弱兎においても腔上皮細胞は円柱賦，立方朕或いは崩平朕を

示すに拘わらず単層上皮であり陸上皮層は単層上皮であると認められる，睦粘膜敏襲の上皮細

胞の配列に関しては誰も言及していないように思われるが，著者等の観察によれば腔円柱上皮

細胞は鍛襲突出部では密に配列し，凹陥部では粗に配列する。従って細胞は突出部では細長く，

小さく，凹陥部では大きし細胞核は細胞下部に位する。この核の;伏態と粘液化の程度とには

密接な関係があるょに思われる。又繊壁内には血管が発達し，被壁突出部固有層には滋走細胞

が多く集団となって出現し，上皮細胞が密になることもこれ等に何等かの関係があるように観

察された。

(c) 睦同蓋について

c. E. HAMILTON (1951)は睦円蓋上皮は腔脂膏の変化に伴って著しく変化を受け，薄い重

層蘭平上皮，より蒋い重層扇5¥乙上皮(表層細胞に稿角化したものを含む)，或いは単層無顛毛円

柱よ皮細胞を呈すると云っている。著者等の観察においては未だ周期的変化を求める迄には到

らなかったが 1例も重層扇平上皮の部分を認め得なかった。また単層の鹿粘膜上皮は例外なく

円蓋部の腔但IJ，或いは子宮頚側，幼弱兎では更に子宮頚管内において明瞭な顛毛細胞が混入し

て来て (Fig.13)，その数を増しながら子宮頚管内 (Fig.14)に移行しているのであって， C. E. 

HAMILTONの説には多大の疑問を持つのである。

(副 前庭より臆えの粘膜移行について

前庭及び腔粘膜上皮は以上のように全く構造を異にするのであるが，これ等の上皮の接続

について明記したものはないように思われる。 唯，津崎 (1935)は睦所見において，頭側半部

では段子形上皮であるが尾側半部では肥厚して重層扇平上皮に移行するとしている。しかし著

者等の観察によれば，この両者聞の移行は全く突然行われ且つ明瞭で‘あり，この移行は尿道開

口部上端附近で行われる (Figs.6 and 8)。
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(e) 潜走細胞について

腔及び前庭上皮内瀞走細胞は淋巴球様細胞が圧倒的に多く次に多型核白血球が見られる。

しかし共に前庭上皮において著しく多数である。固有層においては以上の細胞の外にプラズマ

細胞類似細胞が非常に多数認められ，これ等細胞については余り述べられてないようであるが，

唯佐伯 (1951)は腔垢において， 白血球は普通の発情に際しては軽度の浸潤をみるものがある

か或いは粘膜固有層に淋巴細胞類似の細胞の集合がみられると記している。

(f) 脱落細胞及び臆内容物

成熟、家兎についてみると前庭部は表層細胞に膨化を示すものもあり，上皮面に凹凸を生じ，

細胞間隙或いは上皮内空泡化等を示し，脱落細胞を多数認め，又核の胞体外逸脱も認められる

ものがある。前庭腔にはこれ等脱落細胞と思われる細胞を認め，、種々の形を呈する。又遊走細

胞の腔内滋出も認められる。

腔上皮層のj伏態は個体により奥り，上皮)習の回右.層より剥離しているものも認めたが，概

して細胞の脱落は非常に少い。この腔ヒ皮細胞は円柱欣粘液細胞で，核細胞下位にあって，分

泌、は旺盛であるため，この細胞が脱落した後の変化を考えると，この細胞周囲は不完全なため

に著しく膨化或いは破壊が急激に起ることが当然考えられる。著者等の観察においても臆腔に

は殆んど上皮細胞の形態を示すものはなく，多量の粘液中には淋巴球様細胞，多型核白血球及

び少数の崩壊細胞，細胞変性物を見るにすきrない，また円柱朕細胞は極めて稀にしか認められ

なかった。しかし子宮粘膜上皮よりの細胞が腔腔に流入することがあるとするならば，やや健

全なる細胞も多数見出されてもよい筈であり，この点なお次の実験に侠ちたい。

V 綿括

著者等は雌性生殖活動と腔脂膏との関係を求めるに先立ち，腔及び前庭の組織的検索の例

が非常に少ないので，成熟家兎6例，未成熟家兎5例の腔及び前庭粘膜組織について詳細なる

検討を加えてみた。その結果を要約すると次のようでらる。

1. 前庭腔は乳頭肢の鍛壁により狭く且つ不整形を呈するo

2. 包皮外側の皮庸角質層は内腔に面すると直ちに失われ重層扇平上皮が露出する。一般

に云う腔重層昂平上皮は家兎では包皮内面及び陰暦部のみに限定される。

3. この重層同平上皮も陰層内面より表層細胞は次第に高さを鳴すと共に，上皮層はWJく

なり， 3--4層の帯吠の立方7lX或いは円柱肢の重層上皮となる。部イ立によっては尿道と何等区別

し得ないような移行上皮を示す。

4. 前庭固有層ゐ乳鳴は包皮より陰層に至る迄次第に凹凸の)支を減じ陰暦内面附近より殆

んど上皮層は帯肢をなすに至る。

5. 腔腔は主に楕円形を呈して広く，内面は多数の繊細な鍛壁が規則正しく中央に向って

配列する。この雛壁は生後1月齢のものには認めなかったが 3月齢のものでは規則正しく配
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列する雛壁が認められる。

6. 陸上皮細胞は単層円柱肢の粘液細胞で，一般に核細胞下部に位し，胞体には粘液が充

満する。し干し2例において腔腔全面に亘り顔毛細胞が散在するものを認めた。

7. 前庭重層上皮より睦単層円柱上皮えの移行は尿道開口部直上部附近で認められ，その

移行は突然で且つ明瞭である。

8. 腔上皮は腔円蓋の腔側或いは子宮頚側において顔毛上皮細胞を混入し，その数を増し

ながら子宮頚え移行する。

9. 腔及び前庭上皮には多数の淋巴球様細胞。と多型核白血球が遊走ずる。固有層では以上

の細胞の外に多数のプラズマ細胞類似の細胞が認められる。又特に前庭において骨盤腔内にあ

るものは血管の分布多く且つ充血を示す。

10. 上皮細胞の剥離，脱落は腔及び前庭の各部に認められ，特に前庭部に著しい。腔腔に

は多量の粘液の貯溜を認め，細胞成分は少く且つ崩壊したものが多い。前庭腔では腔に比較し

て細胞形を保つもの多く，その他遊走細胞及び細胞崩壊物を認め粘液は少い。

11. 陸上皮細胞の粘液{じは早くから認められ生後1月齢のものに既に綬めて軽度では為る

が認められた。

終りに臨み終始御怒おなる御指導を賜った北大獣密皐官官高畑致授並びに同解剖j与さ章生室の方々，質検動物の

提供を戴いた北海道農業試験場苦手産部懐井技官に深甚なる感謝の意を表する o
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Micros'copical Observations of Vaginal Smear in Relation 

to ReproductiveActivity in the Female Rabbit 

I. Observations on the Mucosa of the Vagina and Vestibule. 

by 

Kyuki MATUMOTO and Yoshio TUTUMI 
(Zootechnical Institut巴， Faculty of Agriculture. Hokkaido University) 

R白ume

Microscopical 0同ervationsof vaginal smear was undertaken in the fema1e rabbit 
in relation to reproductive activity. Six mature females and 5 immature ones were 
used in this study. 
The results are summarized as follows: 

1) The vestibule holds narrow lumen surrounded with irregular papi11ar folds 
of the mucosa. 
2) The praeptium has no stratum corneum in its inner part， but shows so-

cal1ed stratified squamous epithelium. The labia vulvae is a1so covered with the 
stratified squamous epithelium. 
3) The epithelium of vestibule is gener叫lystrati自ed，being composed of cubo-

idal or columnar ceUs of 3 to 4 layers. Sometimes it shows a transitional feature. 
4) The 1umen of vagina is el1iptic in shape. There are many delicate folds 

of the mucosa in the vagina. They arrange regularly toward the centre of 1umen. 
5) The epithe1ia1 cells of the vaginal mucosa are columnar in shape with a 

few columnar ciliated cell:s which are scattered amongst mucus epithelia1 cel1s. 

6) The transition from the stratified epithe1ium to the simple columnar epi-
thelium is c1ear-cut， being not gradual but sudden， near the top of the orificum 
urethrae externum. 
7) 1n the vaginal fornix， the co1umnar ciliated cells are found ming1ed with 

the colllmnar mllCllS cel1s at the vagina1 side or on the sllrface along cervIx. The 
number of these co1umnar ciIiated cells increases toward the orificum externum uteri. 
The epithelium is connected with the epithelium of the cervix uteri. 
'8) Many lymphocyte-like cel1s and polynuclear leucocytes are found wandering 

in the epithelium of the vestibu1e and vagina. They are a1so present in the 1amina 
propria mucosae together with cells like p1asma cells. 
9) There are cornified cells， swel1ed ceIls， lymphocyte like cel1s， po1ynuclear 

leucocytes and other degenerative cells in the 1umen of vestibu1e. Rich mucus 
with a small number of cells are seen in the lumen of vagina. The cells occurring 
in the lumen of vagina have been mostly undergoing degeneration. 
10) The mucification of the vaginal epithelial cells was fOllnd in suckling animal. 

The feature is observed in the young one month old. 



Plate 1. 
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Explanation of Plates 

(Haematoxylin and ωsin stain) 

1.Praeptium (pr) and Labia vulvae (la). Longitudinal section. Low power (No. 19， 14 
months). 

2. Stratified squamous epithelium in Labia vulvae. く320(No. ".19). 

3. The Iower part of vestibule. Cross section. Low power. cI:clitoris. ve:lum四 of

vestibule (No・19).

4. Stratified cuboidaI or columnar epithelium in the lower pa凶 ofvestibule. >< 320 

(No.19). 

5. 由1etransition from the vestibule (ve) to the vagina (va). ur:urethra. LongitudinaI 

section. Low power (No. 5， 6 months). 

6， 7 and 8. The transition from the stratified epithelium to the simple columnar 
epithelium. 

6. (arrow in fig. 5) x 320 (No. 5). 

7. Cross section. x 200 (No. 19). 

8. Longitudinal section. く200(No. 14， 12 months). 

Plate 11. 

9. The lower part of vagina. Cross section. Low power (No. 19). 

10. The top of the fold in Iower par七ofvagina. Cross section. く200(No. 19). 

11. The top of the fold in middle part of vagina. Cross section. X 320 (No. 19). 

12. 恒1evaginal fornix (for) and cervix (cer). Cross section. Low power (No. 20， 17 

months). 

13. The epithelium of vaginal fornix. seeing the columnar ciliated cells and columnar 

mucus cells. X 320 (No. 20). 

14. The top of the fold in cervix. Cross s巴ction. X 320 (No. 20). 

15， and 16. Th巴 columnarciliated cells which are s巴atteredamongst vaginal muωus 

epithelial cells. 

15. Longitudinal se巴tion. X 320 (No. 3， 38 months). 

16. Cross section. x900 (No. 20， 17 months). 
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